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| | 利 光 会 人員 (川原 化株式 会)

・ 氏 名 島田 順司 (し まだ じゅんじ )
昭和 2 8 年 5 月 10 日生 (65 歳 )

_ 上方の 者 に 対する外国 共和び外国法人反攻 に つき、 平 成 1 年

-|4』 ュ 98、 人視角和理 第 一 課 原 宿分 ※※ に おいて 、 本 職 は 、あ ら か ]
LE 8 半香油で べ 実中 や ぬい六 江 公百品下交 e
二 箇や en 訂 旨 光 Se 計 = 深 洗で や ie 0
本 日 は 、 大名徐が 和 規抽象 貨物に 追加され る 直前 に 、 遇社が |
到し、 栓 出品理 人の下條 楽 対する 胡 ・ 宮 見 を行った こと |

に ついて語します 。

にーー 」 先 に基 識 を 言います と 、 計器が和則伯 か ら 免れ
内 | るたなめ 太 長である 大川原正 悩が 、 規 制条件 に 。 |

_ * | NE
| | 限定ずる ーー - ーー

と いう 内 容 を 盛り 込むより 経済 産業省人要望し たのですが 、 結 局その 案 は 朗

め られず 、 殺果、

| Sn - 江用 晶つまり 多 社が槍と して製造している定弄 器 の叶吉器
も該当となる

広徹 囲な規 前 となり ま し た 。

喋 視 庁
・ ー1



ハニー トスにに 」

2 それでは、るもきき生 mA 滞
。 平成 25 年 8 月 に 入る と 、 紙済 産業 省による噴霧乾燥器の 輸出 規制側 定 に |

向けた、 和製造メーカーに対する「ヒアリ ング」や 、 貞か ら の意見 や 変
を 募集する「パプリ ックロ メン ト 」 が 実施され ました 。

、 当時の メール 等 を 見せて いただければ 、 澤首や楽導者等と や

取り した 内 容 等 につい て 、 詳し く 明 すること が で きます。

この と き本職な、 平成 0 年 1 2 月 13 日付け当包司法区中如長 較

作成の 「証 拠品 複写 報告 半 (本社 第 6 4 0 号メール ) 」 に所 付きれた宴 科の
| 和子を撤者た し 、 説明を 秋 けた 後、資料 1 と しで 本調和 示務に際 付する |

ことと し た。

資料 1 の 1 ページの下段から 2 ページにかげ て

- Semnt: Friday・ Anguat 09, 2018 11: 09 選 .

及び輪軸所管理信の 一部を 履正する 政令 案 ( 呈吉 機 の 新規 E
。 追

- 大川原人工欄式 会社

代表到和和長大川原 下明 株
mm 5 商

下記に て弥 産竹 か らの モア リン ダ 要 請 が 参って おり ます。

8 月 19 昌 (月) 1 6 時ご 17 時経済柴産業失課 ( 本 館 5

Fy 対応の程ど検叶ごご 回 答下きい。

一 股 社団法人 . レー や

警視 庁
ie

subject: Fwd: 【 紹介依頼】【情報提供、 御意見馬取】 外国 欠信 す



( 伯途講 仁 継 統 則 殺 )

等 と 、ま た ことの メールに 対す る 返信とし て 1 ページの上 段 に .

hron: TOP 壮請還 還 還間隊還昌還還間

Sent: Monday。 Atgust 12。 2013 1:00 骨

Co: シャクー
. Subject: Re: 紹介 依頼】 【拉幸代、 御 意見 聴取】 外国

び輸 出錦易 管理令の 一部を政正す る 政令 案 ( 統旨機 の 新規追

- 如・
了解いたし ました 。 私 と 島田 (現在 夏期 休暇 中 で 確認は取れ て いま |

せんが ) で 、 お 伺いずる 予定で す の で、よ ろ し く お 願いいたします 。

等 と 書か れ て います 。“

送受信先どして記載ある

は 、 半巾注記ソコン に付すさ れた も の 、 つま り 2 内胡 個 人 の
メール ア ド レスです 。 .. :
これは 、平 成 2 5 年 8 月 9B、 TH 2 | 瞳
較 計さん か ら 齋 社 の 社長に - |

噴 唆 間 燥 遇の 答 出 規制 追加に 伴い 、 マ 2 5 年 8 月 19H (9) に
経済導 美連で 実施され た 、 歌 信 案の パプリッ クコ メン ト に 向けた ヒア
リン グ相請

が あり 、 これに 対して社長 が、同 年 8 月 1 2 日 付けで

福 長 と 航が行く

置 を返信したものです。

ーー

幕 視 声



ーー

( 沸青 夫 失 維 尚通漠 >

このメールを 発し たとき、ち ょ うど 衝人は夏休み中でしたが、休み明けに出

社し たとと ろ 、 福 長がら坦接、

島田 くん 、B 月 1 9 日 の 経 産省 か ら の ヒアリングには、一緒に行っ

てもらうか ら

と 言われま した。

この当時、 私は 、

営利益を上げるうえで、 光 取引は革社の生命塚である が、こ の |
まま の規制内容で追加 されれば 、 次社の中 吉夫は 該当に なっ て し

まう・

規制 間近 の と の段 旧 で は、 私 と し て は、も うど うすること も でき な
いい

以後の経済産業 省との交渉については 、福長に委ねなし かない
と思っでいま し だ。

経済産染須の ヒア リ ングに は 、 私 と 社長 のほか、 人
L_ ku | で hikoM

- 店し ました が 、 とれ は社長に

福間如を規制から爺れきさせるためには、弊社だけではな
- く 、 休社 の飼見 も 入れる こと で 、 よ り 吉 済 業 省に アピール できる

よい う 考 えがおあっ た か ら です 。
このとき本職は、平成 3 0 年 1 2 月17 HH り省 -

| 3522) [出力 肝生結果報 告書 (本 社 第 4 2 4 号メ ヌール) 」 に 浴仏きれた資和
・ の要部分を和半に 示し 、 説明を受けた後、資料 2 と して本 且書 末 昌 に際 人
すると と と し た。

円 マー
ーー



( 供 世 出 書 等継続 用 紙 )

引料 2 のメールに

subject: 噴朋電 爆笑の 輸出 規制に つい て

Date: 2018/08/19 20:49

て

間 みみ に

。 大用化工機式 会 社 大 川原 取締役 祉 長、島 田 取 和

本日 (1 9 昌 ) は 、 お 他 しい 中、 資 重 なお 時 間 をいた だき 、 色々 と

箇 説 明、ご意見等いた だき、 あ り が と う ご ざいま し た 。
、 本月のお辿 の 中 で 出ました現在案 施 中のパプ リッ クコ メン ト は 、 下

| . 、 記 の URL に て 実施 中 でございます。

8 月 8 0 日まで 実施 中 でござい ますので 、真 重なご意見 等をお待ち

して 8 り ます 。

月 Ro

EA

_
等 と 書かれて いる とおおり、こ の 8 月 1 9 日 の 経済族 業省における とヒアリング

1

・ は、 主上 パプサッ クコ メン ト を募集する 紀 の 打ち 合わせで し たが 、 粗当 者で

あぁった較 計 ほんからは、忠吉電 燥 回に 対する輸出 規制の概要 や、 輸出許可四

講 を行う 際 に必要な 者類等の 説明を 受けた は か 、 我々の 意見 や要 鹿 について
も意見 交換 が 行われま し た。

| 嘆 視 が
ー5



ーー

過 トニートトーニュニーに

また 、 資料 9 に 書かれて いる よう に 、

噴肥電燥唱の 輸出 規制に係る 政 省令に 関する 意見や要望を 「バ プリ

ッ ク コ メン ト 」 と し て 8 月 8 0 日まで 圧り、 そ の後、政 省令 の条文 が
固まる

旨 の 説明 もあり まし た 。
| この打ち 合わせで 、 遇社側は 主 に社長 が 対応しました が 、 社長は 多く を語

5 ず、
規制 条件 に 関する具体的友記

- や 出しませ ん で し た 。

- その 理由 な、 外社 単独で 何庶も 、 経済産業省に 対して規則条件を 広和囲 に
きせ な いた め に

-+ 等内部 を落和上するごとができる 専用の 凍
sw を半困 在雲財 才 や 放 閣 中 い き 8 提 還 も 区責

と い 2 専用 設計 した中爆器を抽 すべ き と いう 索を要望 し た も のの 、 ー

. と ご と く 殿られ たため 、 社長ほしてもゝ " [トロ きた く 業界 団体 を巻き込
んで要世 すれば 何と かなる の では と の 目 答 見 もあり、あえて 自ら の芳言を 邊

韻 し、開講 : パ計 = んに吉見させたのだ と 思いました 。

"この こと は 、 日 細 か ら 社長 が

ボ い ぎ と いう と き にカ に な る のは 、 一企業ではな く 、凍 だった り 大

学 の先生だからね

だ か ら 僕は、 人 脈を大 切 にしている んだ よ

とよく 言っ ていたか ら です。

この と き の 衝 の心擁信 、 社長の 気持ちゃ 分 かりま すが 、

警視庁 .

io



スッニーバトににて '

いく ち業 界 を 使って環 あが き を してもゃ 、 役所 が 一度交 め を こ とを仙
単に本すよう な ことは し な い だ ち ろう

と 諦めに 近い 気持ちでし た 。

3 また、こ の ヒア リン グの 席 で は、 較還さ ん か は

今後、規制が 始まれば、 較出 管理 や生出 放可 車 請 を しっか りやっ て
いく必要が あり ます

と の説明がが あり 、 同 省作 成 の 則 出 管理に 関する次 料 も 手渡きされ ました。

このとき本職は、平 成 8 0 年 1 2 月 1 7 日付け当 課法吉 和員 佑 部 補較還較較

作成の 「 田印字結果親告春 (本 社 弟 1 2 1 8 号メール ) 」 少 付されを資料
の必要 部分を 夏細 者 に 示し 、 トル秦料 8 とし て本調客林尾に光 人

する こと と した 。
資料 8 の 1 枚目

Subject: Attacbed mage

From: 大川原化工 機 (株 ) root6oc-sd. co. jp>

” Date: 2018/08/22 13:04

To:- 環 田順司く <j_shimada055@oc-sd. co. jp>

と あり ますが、 とこれ は 、 私 が弊社の コビー機でスキャンして PD で化したも
の を 自分のメ ールア ドレス に送信したも の です 。
私は、こ の資料を 最後まで 読み 込んだ 後 、 社内 で 情報 共有を 図るため 、

| 貞疾・ 管理 をさせていた

海外 管 業 部の甘有 フォルダにや保存したた め、 | RC と、 他の海外
普朱部員も目 を通 し て いるはずで 3

この 資料 の骨頭



(供述 祥書等継続用紙 )

. 安 全 保隊 賀 易 管 理 に つ v \ て

平成 2.5 年 9 月

経済業省
宴 易管理者

と 記載 ある この資料は 、1 8 ページに

・8 5 年 発足・

・ 4 0 カ国参加

と 書かれ て いま す が 、 ことこ に手如 きされている

生物化学 兵器関連 規制

のメモ は 、: 私 が 記入 したも のです 。

「 これは、 時間名角が、
大基破譲兵 器 の うち、生物・ 化学 兵器 関連の 融用 括 等を規制する

較出 管理 の枠組み、つ まり レジームが 「 舞還還還間間間間間 ) 、

通称 [回 庫 .
で あり 、 今後 は、こ の較計と 基に制定されると いう こと で 、 手 舎きし た も の
です 。

警視 庁



:-... (人 各負 寿 等継続 用 款 ) ・

「 ユ 9 ペー ジには
ト

っ江利

直 貞 しよう と する 物だ 直人・ 多第 1 の 11 5 項に訪す る
場合は提供しようう とする技術が外導人 ・ 列 家の 1 1 5 項に 数当
する 場合に は、 経済 産業大下 の許可 が 必要とな る 制度。

国際 的 な 合意 を 勝まえ 、 武吉 及び大基破換兵器 の 開発 等に 用 い

られる お それの高いものを規制
部 名 ・住 様 を サス ト 公 し ており 、 その仕様 (スペック) GO
該当 する も のは 、 必ず 輸 田 等 の許可が必要

% 仕様 (スペック) は “ 損 物 等省令 > に規定
- 注 ) 用作、 電要 者た か かわらず 、 ETD
NL
全地 域向けが対象

"等 と、 8 7 ペー ジ の上 段には

違反 防止 のポイ ント
民生 品 であって も 、 栓時可

が必要か 大 かを 確認してくだ
さい。 ( 非 確認 )

@ 湾当 品 の場合は、反済 産業
大 医 の 栓肌許 可が必要です。

@ 該 非 判定 ( 談上確 ) のた め には
自社 で 貨物等の 性 能
を 雑 級 -.



・ 仙人等和乃

本と正答防止 の ポイ ントが部 幸 されて いますが、 和は この 場 で 、
噴 腔 乾 雷器を 輸出するにあたり 、 使 用 目的 が 生物 兵器 製造 以外、つ

まり 民生用 途 の 場合であっ て も 、 経産業 者に輸許 中 請 を 行う 電

- 全がある

、 輸出する 質物の 談非を 判定する 際 は 、 そ の人性能を 自社 で 確認しな け

ればな ら ない

- と いう こと を 改め て稚 認 し、ま た 、 較 田 管理の 必要 性 や電要 性につい て も再
雇 談しま した 。 ーー ーー

経産 業 汗 に よるヒア リン グ の直後 、 社長が 自ら 、ヒ アリングに同席もた

| = OO も = や = 入ら に
時給 芝 器 の直視細囲 を決め る 内 容 の パプ リッ クコ メントを依融しでお りま

す の で、そ の と き の資 料 を 見せ てください 。

のと き本 職は 、 平成 3 0 年 1 2 月 1 日付け当 課 法 谷 察 員 巡本 部 請較

作成の「証 拠 品 宏 写 報告 書人 (本社 第 6 4 0 メ ー ル ) 」 に殴 付 きれた 資料 の必

要部 分 を次 料 4、 同年 1.2 月 17 付け当課人中座ーー 2
の 「 出 力色字結果報 告 書 (本 社 第 4 2 4 号メール ) 」 に湖 付された資料の必要

] 部分を 資料 5 とし て被攻 者 に示し 、 説明を 受けた 後、交 料 番号 を 付して本調書

| 未 務に 浅付 するとど と し た 。

EEC ジ下部と 2 ペー ジ に

"romi TOP し !
Sent: Thursday, August 22。 は 12:18 PM



供 池調青 等 維 綻 用 紙 )

. とある よう に 、 こ の メー ル涼

平成 25 (20138) 年 8 月 2 2 日

: に社長が、経 済 産業 用 産業 機 械雇の 較請還 較 = んをは じゅ 、 欧社 海 外営業 部 、

還間さん、還較 にんら に ※ 信 した も の です 。

容 を 確 除しますと
大川原化工機 : 大川原です

加えて 、 | っ人 これしたいいうか ?
鉛木欄 , 省令 案の 第 王 号 の 二、ロ の文 剖 ですが , ” 英文 ( 較計デキ -

スト ) を恵 実に" だ で 理解しで 頂け る かや重 で す ので、 例示し
ていただけないで しょ 5 ら がか。

| 峡錠案 で の題 い で す 。 区 般に ついて 、 置い
ト では 、 ッ sprey-drine Bemipmett capab1e of drying toxins or 』
pathogen1c jitcroorgentsms eving a11 of the oowing
charactertstcs:" と なって お s ヽ -
角案 の ( 新 ) に 、" 中竣 区: 尿交 原 性 を 妊つ徹物 を

間 地 できる と いう 特徴を持っ員吉昼 " を加えて頂けると よ

り ハ ッ キ リ し てきまます の で、 パプリ ックコ メン ト と し て出して頂
け ないで し ょ うか ?

等と 書かれて いま す 。
これは、 社長が識 置さん と較 還 ミ ん にパプ リッ クコ メン ト の具体的な内容

を依 汽し た もので すが 、 特に議軒 * んに 依頼した内 容 に つい ては 、 骨頭にも

> 語じ ましたが、 SE た LLS も の の聞き 入れ て も らち えな

警 視 庁
.:』】



に

った、規制条件を

雪 素 や病原性 を狩っ 微生物 を乾燥するた め に 専用設計された装胃に
限定すること

を パプリッ クコメン ト と し て提出していただくよ 要請したものです。
柱長が導計さんにお 願いした内 容は、私が 考えて も

かな り 無 理がある な .

理由 は 、

そもそも、天素や 病 折衝生物のみ を目的とし た 専用の中
を製造するメー カー な ど あるは ず が な いため 、 これは単に。 規逢 巡
のた め の要 望に過ぎ ない

皿 っ た か ら です。 ,

また、剛講さんは埋光、 師和柳 等 の 製造・販 売を主 な肖務内 容とする 株 |

人っコイ
上、 直村 、 入国 の市が 除 り かる 駅で もな か っ たこと か ら、 | さい
EA リッ クコ メン ト の提出を依頼する こと m 体、 無相があり
ました。
祉長も、 遇社 の 豆 任 者とい う 立場 上 、やは り

規制 条件 を 何と が じて 、 一般宮易に 影響しな い よう Ka と したい
その た めには、 専 用 設計のも の に限定きせたい

という考えがあって、規 制和 囲 を制限する旨の誠見 出しを 業界 を巻き込む形
でお 願いせざるを 得なか っ たのだ と思い ます 。

5. これ を 受け て較計きん は 、 社長が妥 求 し た と お り の内 容 でパプリッ クコ メ |
警視 庁

ー 12



を提出しました。

\ 料 5 の 1 枚 目 に

subject: RE: 叶表燥 導の 輸出 更 制 の件 パプ リッ クコ メン ト をお

提出内容

- 提田 昌 時 32013 年 08 月 22 晶 17 時 87 分 」
案件 名 2 電王下する不 |

] 等 に 対する意見集ただ ついて : ーー 」

氏名 HH
_ 間間上 1. 解釈案に「欄天天人を 持っ入物 を 草操で きる

と いう 特徴を 持つ 噴 竣 乾 各 中』 と記載して 頂いた 方が

区 視 庁

ー- 33



論和区続肛 ) 。 .

明確になる と思われます。

あるよう に 、 社 長 の依頼 日と同じ 平成 2 5 年 8 月 22H に、 較計きんは ]
サッ クコ メン ト を操田し て、そ の 旨 を社長や海外 営部 売 に知らせ て く

います 。

の社長が 行った最後の要望も 、 結局は採用されず、細 洲業省か ら 、 噴 | 、
の輸出 規制を 係る修正人は、パプ リッ クコ メン ト で間集した 意見 が

用され る こと な く 、 最状策入った 旨を通告されました。

本科は 、平成 30 年 1 2 月 17 日 付け 当課司法 符員 者症 |
出罰 印 字 結 果報 千草 (本社 第 1 2 1 8 メール ) 」 に添付された資料

を撤吉者に 示し 、境明を受けた後 、料 6 と して本講和人
と し た 。

料 6 の 1 枚 目に

subject: 【ご連和 】 FS (パブ コ ブ条の

最終修正 案 )

。 Datei 2013709/09. 2029

co: <
レーーーーーレー :

- 等 とある と お り 、 このメール は 、
平成 45 (2018) 年 9 月 9 日

は ET) んから衝和や社長 狗に
パブ リッ クコ メン ト 後 の員 菱 半吉回の 栓 由 規制 に係る 最終 修正 案

区 視 店 ーー
ー. 14



DD)

られ て きた も のです 。

容を 確 認 します と

大 川原 化工 機株式 会社 大 川原 社長 欄、島 田 取 税仙様

本は、 中毅乾燥機の 輸出 規制 の 件 につき

: ペ プリック コメ ント を ご提出いた だき 、 有 り 将うご ざ いま した。
先日、 安 保唱より 、 偽 正案な 徹 修 正 が 入っ たとの こと で 、
バブ コメ 閑 果を 受け、 拓付 の修正 案 を最 約 寄として 進めると の較衝 |
が ありまし た。 -

浦都 に わたって の ご意見をいただいた も の の 、

最小限の 採用と いうと ころ の よう です 。
れ て います。

か ら私危倶し ていた と おり、

一度 邊所 が 決めた こと を、そ うた やすく変更で きるも の ではな く
案は 、そ の まま の条文 となる こと 決 決定 的 と なりま し た 。

のメールの 欠 付ファイル -

質物 等省令 第 二条 の 二 第 二 項

.【 修正案】

第号の二

吐式 器 であっ て 、 次のイか ら ハまでの全てに 該当する も の

ー イ 水分欧 基 が 1 時 間あた り 0.4 キ ログラム 以上 400 キログラム以

SeS. . . ーー
・ ロ 平均科子 径 10 マイク ロメ ー ト 以下の 製品を 製造すること が可

能なも の 又は昌夫 デルを伴世間名 器 の最小の 部分品の変
束 視 だ

ーー 15



・で王夫示子 径 1 0 マイ クロ メー トル以下 の損 生 を 製造すること が
可能なもの

。 ハ 定蛋し た状態で内 部 の 滅菌又は殺菌 を する ことがで きる も の

ていますが 、 こ の修正 案は、 斜 線 で 前られ た 「 噴 才 ノズル を 伴う 」

名用連合 めて愉行の休玉同じ 内 容とな り ま し た 。
社長 も 完全に 観念 しまし た が 、 ・ 不 社 上居 部 は 、こ うし た規制条件
ちれた こ と を 百 も承知の上、 全 を非当 と判定して経産業
ら ず、 不に和製名 の 答 出 を 線 り 返してきた のです。

和貴】 と を のの と 1 いい 前かゃなたよ< 者 7。2、e ef し
09 をを ゃ まえきず
も人 る PP7ZPY ア TP 水FEPE すを 7) |

た光夫肖

PS 和光

TP

| 項 視 庁
-16





則

Suhjet: RE 【 紹介依頼】 (情報 提供、衝了】 還久山の
本 と燥 機 の 新規 追加 )
From:
Date: 2013/08/14 7:27. ・

T:
おはよう御座います。

「 RNN
| |
ーーーOri inal_ Message 一 - .From E

た ーー いは ニニ

WV たし ました。 5 でれいません 40 で、
なよる し く お 願いいた し ます 。
詳細 の 時 間 、. 待 ち合わ せの場所な ど、 軸須います。 -

ーー の
ssag6 ーー

Sent: Ln im oi 09. おは 11: 09 旭We Fwd: 介依頼】 【 情 報提供、御 意見 聴取】 国生肥び和 」
理 令の一 部 を 改正する政令 ( 噴 器 乾 間 機の新規追加 )

ー ト 三手 H 点 吉 料理
代表取締 役 社長 お 欄

178



3

2013-8- -9 APHE | |
大 変 お 授話になっており ま す 。
下部にて 経導省かちのっりす
8 月 19 旦 .《 月 ) 1 6 時ご 17 時 @ 経 済産業 省 應 業 機械旬 (本 館ち F) ・

| 知人の程 ご検討 ご 回 答下さい 。
| よろし く お妥い 申し上 よげます 。

潮入り ますが 寺は押全の 夏休みが 大 り 14 昌 <18 昌 は 協開 体月 と な

事務所 し っ へも 寺を GO にて お 願
い申

しよげます 。

| EE

。 東京事務所長

水球の較還 で す 。 ]輸出 規制 履正の 周知 と 意見 の とりま と め 、 たい へん お季語 に なり ま し た 。
これに関連し 、. また、お 願い が あり メール させて いただ きます 。
音信の正 案に ついて 、担当者レベルでは あり ますが、意見を何え

示を 探し ていた と ころ 、 | や のり PO - _ に
とのアド バイ ス が あり ました。
を ET 欄に意見を 伺い た く 、 どなたか紹介 し て いただ

く お 願いいたします。

EDEMEIM たッ 時 @ 経済夏 業名疲 半 机 eo m) .を 考え て いま す 。 ※ この時間帯ですと 、 | 。 束 論 せ 圧 避れ則 め
いい 御 一緒に意見を伺う こ と ができれば率いです。

sm





TE 湯捉 提 癌 S 毅時小村直し
|

、 欠員上人
『 地理 各位

いっつも大夫お人族 に なっ でお
本日 て 1 9 日 ) は 、 お忙しい
意見等 いただ き、あ り がと う
"日頃 か ら 安全保障賀易 管理、 輸出 管理 に 関し まじては 、 ご若 労等まおかけして
いるところ、得 と々ご協力もいただき、感席申し 上げ ます 。

す 。

生な お遇間 を いた だき 、 色々 と御 説明、ごりま
中。

ございました 。

Riun っかぁ して 、 色 々 と ご心配等をおかけして

まき邊 9 で 出ま した現実施中のパブ リックコ メントは 、下部 の URL に て
6 まで中で ございますの で、 貴重 な ご介見 等をお 待ち しておりま

す 。 今回の 玖 正内 容 につき まして も 下記 UL に 掲載させ て いた だいてお ります。
STDETAIL&

人がー ムペ ジは 、計 L で ご ざいます 。 ノ
なお、 和放可四 請を 行う 隊の了係眼は、 慎二 8 E3 の 2 項 の部分にな
M ますか、 人によ っ て生な り ます 。

議 容 ( 才生生しつイ正上問 8 三 SV
ご確認いただければと思【ます < 、 -

何か ご不明 な 点 等がござい ました ら 、 了ご回絡いただ ければと 思います 。
| トトときるをし訳あ りませんが、引き 続 き 、 よろしく お 願いいた

た を まな を まま まキミ エミ ミミ すま まま ます ままる まま]

の 選質 易管理部 安全保障沈香 課
昌 京 者千代田区吉が 関 1 一 3ー1
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部必当好 て証囲天 洗池呈率志 、

、 我が国の安全保障 貿易 管理 制度
て 1) 制度の概要 .- ーー
(2) リスト規制

_ (8) キャ * ッ チオール規制等
で 外人旋法 !に基づく坦出 等 の許可

違反に対する 定則と違反 原因
. 誰憲 。 . :な 自 王管き 理体制 の 整備日還 EDI 者間 避 ページ 和

ラ
プし
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ae
致 が還 を きむ国際 80 な RU 肥の村

< 手段 >
香束 転 用 可能な物 ・・ 技術が、 我が国の安全 球 を 理かすお それのある国 衣 やテロ

リスト寺 信和うおそれのある者 |
るじともぐのの半の二 アデ

注 ) 牧出等 : 物 の 夫出 及び技術 の提供 ーー .4



2 の国 が も っている 高 な科技入が、 大重吉且尾している国な どに
渡った場合、 国 際 的 な 符 戚 とな り 、 情 協 の不安定化 を招きます。 その公 威 を的に

| 防 上上するために、 各国中心とした符組みを作って 連史 管理に 取り組んで います 。

事衝可 能な 高度なな物洒
守田 を 中必としと .
神組 み によのり 連理 。・.

- 注 ) 大量科 兵可 : 科基器性朱物 長 器、 ミサイルわり )/
AM 開発 、提造、信和 -

?
ン2. 国際的な 邊成 の 高まり



1, 地下鉄サリ ン事件 (1995/3/20)
・※ 還同時多発テロ事件 (2001/9/11) .

米国 の炭 癒 六 事件 (2001/9/27 正
スペイツ列下事 性 (O0478/11) | | - 北匠 鮮による き サ イル半身
ロン ドン地下 鉄 ・ パス旭破事件
oo ミミ) .

トく < 回選 N ロ oo さいの ー に
モスウ ワ地下鉄連続デロ (2010/3/29) | . _
韓国 ・低 重 島は ルル"ay ド間宮作 | 共和人
.2010/41/28 ] ァ 。
北朝鮮きミサザイル発盤 . ・.
"(2006/7/5、 2009/4...1 0 月、
「2012/4718、 2012/ 12712)・

6 
0

 
QA 

の
 oN

地下 サリン 事件
-p て HS

エア 0 を ONS

大還前ななどの使用が現 突に。
〇とりのわ け 、生物・化深 問は、
1 陣で上が

> 長期安定政権 の崩壊など、 世界各國にお いて 、
_ 国際情勢の不安 定化が も た ら され ています。
.> 世界各園において 、「 テロ 」| に 対する 管大 が
高まっています。

> 大恒胡の 開発 国やテロ リス トはーー十分 なな 組織 を
狙うかも し れません 。 -

(中 小 企 業 や 大学 ・・ 研寺関で あっても例外 ではあ のませ ん 。)

、 大地破壊 兵器の 製造 | こ必要な物資・ 後 材 ・技術の多く が .
軍民 両用 (デュ アル・・ ユ ース ) であるただめ、 壇装や容易



: 民生用輝 と !してした EER 2 に和風されるお それあり

ジン - 上の和きや切削工作 機械 し |
シア ン化 | 化学兵器の 9 | 1 |
ナトリウム | 原村料 上記 | 時メッ キエ程

| | 細曽長器 の 製造 . | の化
る過器 . | 本

ミサイルの本「

ズル (炭素 弧 業還 NASA HP

・ 簡合 )

・ 明和分鞭 損 (カス ケー ド )
- 、 - 目 本且 Hp
王件機械 ・



3. 脅威に対応した国際質 易管理体制

- ーー

おにし [。 数 4S 反除 ツ電 (49、 英 62、 FS お C モおと - トココム
1974 印・核 容除 . ーー 「 疫立

980 イラン ・ イラク 戦争1984 イラ ク他学 有使用 。
1

De He. 東西 ドイ ツ-* ま | 洲崎戦争一 イラクの 1 和 25 のに ーー
| 4991 人 - キャ ッチオール引市 和入較 1991 米 , 1995 BU2000> | 2004 9 月 . 米国 同時 多発テロ事件 2002 本

- 2003 3 月米国イラク攻軸 . 、

< 参考 > 9 年 氏 以降 の アジア 蛋 問 本

レー
ro

HH
 

と
に 6 に 8

北朝魚 ・. ー インド * ・ パキスタン ・
ーー ーー、 : 、 1998 拓 国 が核実験

1993 ・ ンド ン発秀 2003 南国が ミサイル発仙
1993...1994 拉半 発后 と 洲義二 。
1998 デポドッ発射 イラ ツー- 」
2006、2009、2012 ミサイル発劇・ 技実際 ・ 2008... 破 開発紀牙による国吉決 説 プ ーー 4 2





3 カ国 ・ ・
(生成 4 年 2 月 す 日よりシエラレオネが串 除まれ、
中信

ーー 大 重 織 震器 館常共舟
リスト親 制 ! キャ ッ チオール 規制 ! キャッ チオール吉抽

下 ! ーー (株 家栓 氏 着仙 (本 元枯出 提仙
田 . | 」 ーー 」 >)・ 導入 )
著 」 鐘 | | 物由次放 管 理令 | 時
長 人 (番外
な P47 テ !
外 .介 ・ ーー
見 、 外較為替令

・ 疲 (外為 久 ) -

物 部 財料 など な規 武器 。 。 . 『」 MA で ま人人我 術 : 物 の 毅計、 抽 造、全 用に関する技術 人 ・ 革 器 の 開発 等 に 用 PH . 通 常 挟毅の 開発 、.
ウフ トウエアも 合 む ) | SN ] いられるおをれの 5 発 等 に 用 いち れる 製造双は保用に

os || | おそれのあるもの 用いちれる おそれ
” ・ 隊 和に施して いる 22 カ 回 | ーー ーー の放るも 9 。

(24 月 1 まり ワルガリ ア 90。) 半 , ーー 國連穫右閑寺周 向 け

四国。 寺抽 | 全地 域 向けが対象 < フィト由際くに が 衣、
司 層 安全 作 N 理会の決 座 に より共 店 の 納 貞 1] 等 - ーッ 。。 .。 ※ 時 定 の 品 有に ついて

が株上中さあている マク 、 北朝 名 、アフカ スズタッ 革 ] - ーー まゆ、 ホワイト還を除く
, 手 例季 域 向 けが交銀

で : 技術の提供
(技術 データの提供 、-

, 技術 支援等 による 。 》

技術拓間

ーー 9



避する技術が電対象
- ののまての衝
時、語 、75197 の上 人太 び抽、
が (生産 計画、設計 デー、 設計 デー) 規品に 小比させ る
通導外観時、夫合計、し人 7 etc 。 、

全ての半洒末

半生 和 Dc アリグ、朱人人 、 NNE
松久

が 077 の 5 っの
= 押人提入 、株 ( 高 換 )、 掃昌 、がーー分 解理

をた だし 、 人 和信列表の 1 の 順に人 8 技件にあっては電 、 [は
以外の明階

、 現制 の 往 能レベル 、 人しくはにし0 えた 6 に 9 生生

コ MM のに有人であってきる
こと があります 。~ ・



輸出しようとする物 が答 出人列表第 1 の 1 15 項に .
し 該当する 場合又は提供じ よ うとする技術が外為令・別表 |
| | の 1<15 項に該当する場合には 、 経済産業 大 臣 の 詩可

1 - が必要 と な る 制度。
・ 国 際的 な合意を踏まえ、 直明及び大量破時 E 器 の開発 等 に
用いら れるお それ の 高いものを規制

- 品名 ・仕様をリスト化して お り 、 その仕様 (スペ ック ) <%0 に吉当
するものは、 分す了出紙の許可 が革

0 仕様 (スペ ッ グ 1 は "に
ー 用途、 時者にか か わらず 、 に 4 の自得や日

への輸出でも許可が 系です。
っ

・ 誉閉門けが 対象, "
8 人物等 リスト規制 交物 *. 折の旨 な層 (X ペッ 2 を人定し て いる潜人 .
(に 管理人 1 有名 づま人物 X は投 箱 * 定 め る省 信 ) ・ ・ 19

:】 享部・ , 。 . eg FOOm 半 (9 | 陸辻記入 中 0
:: ] と | 6 | 陣天 笠孤直 了 レビ カメ ラルンズ 1 layyhOWV 衣提行人KO 1 人当 革和立衝 , (CE am プー が玉 。 | なミーも 9 アロオタ 5 閑化等 、:...

1 | 飲物" 有人民生 9 イッ Kerre22 スぼ 。 、| 6 りみ 236ECA NE 1909IHyyUAV 朋投法 ・ .
《3) | 大 - 衝料 つき 和夫 IEE . . | の] 芦 民 党選民遂周と学・放おお語学
(9 大際又は 狗系の 安定昼 ーー 253 ーーー Se RUAV 民胡合・充提 結加 。
て 5) 1 向性大 1 6 の 1 スス 池区人ロータ HH 病 ・ RM) iniyAy 地有志
【 さミア人 : 0999 ウム , . トー すき 北輝 長 。 ま ea 【 に (に (ぶさ ニッニレ
(ご ) 苦呈中 計・宙 半 志 替式和。。 . 1 所拓机朋 アルファ松 販 | AL て ME
【 ご でよこミニ 【人 にペッ | で 沼 8 准 謀 8 避 才地 和。基 寺人 索 香 世 陸 財・ 誌流亡 却 境 耳
(9 | 了過人宅補 、 160 誠人前 | (9 Ln | し 4 の 2) lbiST 選中癌和科
(1 護沿 * 久宮防包 舞 仙 た しい区 3 租 人 北大 * 矯 - 光の 流 消料 料 * 病各01 中 板 " 人 へメット - 入天表 圭 上 2 1 フエウム | 8 の 2 KE 00 |efyLUAVBIO 打蛋セポーム :
1 | 党用近寺南牧閉加 29 ゆずウム 、 GR
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2. 最新の規制リスト藤しまし ょう 。
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リス ト規制品以外 の も ので あっても 、 大 量本拓 = 間の 開発 天に用
いられる おそれのある 場合には 、 経済産業 大 臣 の許可 が必要要 とな
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2 句要者 要件 (顧客 )

・珍 入 者需要者が大量拓振大内の開発 等を和う ( 行つて いた ) かどうか
リナ ナイイリドイイミオマエ ミア バイ イロミエバミナスコ
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リス ト失以外のも の であっても 、 和束 E 電の 開発、 朱千又は信用に
用 い 6 れる お それのある 人は 、 和江天 訴 の針 村 が必須どなる

- のの 3 」

制度。

地名 輸出 令 別 表 第 3 の 2 対象地域ぁ
」 対 る となるもの 、 リス ト規制 に 該当し ない 金 品 有
は (介し 、食 料 品 、 林等は除く .
許可必要と な る 須 ーー シー ※ 失人別表弟 3 の 2 対象 地域を
に 時とかる表件 っ 除く、 その他の 電ホワイト 国に ついて
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アーちと sy の同和 or
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か 、 の に 用いら れる おそ

し隊 THDT 下 94 出目に限定 )。
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規制に該当する 物 の輸出 や 技術 の提供 をする際には、
事前 に許可 を 取得する 必要が あ り ます 。
| > ト規制に 該当するか否 かを確認 」

(2) リ スト規制に 該当しない場合 には。に該当するか 否 かを 確認
. 11 大 量 破 絡共 器キャッ チ オー ル規 制 ( 精完 的 輸出 規制)

用途 や庄要者に 懇念がある か 杏か、
@ 通常大 中キャッ チ オール捉和 (補完 的 夫出規制 )
用途に砂恋が あるか否 が

"> 土記 1) 又 は (2) に該当 する 場合 には 、: 必要衣類 を用 忘して密 (は
済産業 本省 又は経済産業局 "通商 事務所 ) に許可四請を行っ て ください 。
(次 項参照 )

ょ 下記 (1) 又は (2) のいずれに も該当し ない 場合 には 、 許可 申請は 不ト愛
です 。※ 許可 の申請 方 法 は 、 以下の 3 つの方 法 があります 。

204 窓口への書類半参
2 め窟口あてに郵送9 電子請 AGCS 人サラシス チム) 31

輸出 念 別 表第 4 の 矢当項秋 」

< 。縛記下 のとおり 。 .
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本選 又は 通宙 事 0 |] as 由
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人人ホームページ ll | トー ri
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ロクリックオると抽

上 XGFYy テオール間にづき 時 可が所となる
場合 も 個別 市 請 が必要 で す 。 迷 ったちら事前 担議 -

を し ましょう 。 人 =

る
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に名人に 用 いられた本企業のみならず 日 本 に 対するダメ ージは 、 計り衝れ ません。 っ



] 5.. 表発判定時 に おける法令・
人の包例外和 ) の計サ .

を EEECTO |

fe
| 放寄における

財当 基番の適用の誤り

CO がいひ はんて い )

| 。 . ・ 章 決 太び 行 処分の時 期・内 容 など 折・仕地和 和央
平上 Mg9 年 3 月る 5 日 ( 電 ) : ・ パワー ジ ベル ・ キ ャウオール刀反

代 家 際 化 に 1 年 6 ヶ月 ( 役条疹 光生 ) 、凌入に 刻 し 割合 20 万円 - 和症了 時
23 年 7 月 20 (お) : 1 年生: TE -

聞 成 2 年 4 1 月 5 日 ( 電決 ) : ・ 。 ・天字 ・ | ・ キャ ウチオール 凡
社長に 2 年 (行人 4 和 ) 、 疾人 に計し て部 会 6OO 万 ・ミャッマー っ a
平成年 @ 1 8 日特政婦 ) :( マ羽 ... 失葉状部時半生

平成 2 年 8 用了日 (電光) : 」 ・ 大 9296 す - 他 ・ キャ コテオー
2 に ュー iR ie ー ム 無社長に万役 8 年 (失策 池人 4) 、 半人に して失 朗 50O 困 0 フー

・ | 了 成 22 年 1 月 1.9 昌 (5 下地 3) : ・ 、 DD
| 1 党 4 ヶ月 間 : 貞和 ・ 金 地地 向け上 . イト
平所 47 月 1 6 日則油 ) ・ 工件機 鐵 | データ入骨 ら 4 名に乾役 1... の 年 5 ヶ月。 (0 人 3) Ge 性
流入に知して、重合本 7O07 ガ円 aa ・ 了記 と して和則

| 〒2 1 年 8 月 1 4 日 6982) :5 ヶ 月 半 * 全貧富は矢上 |

| 半 選 の 福 の 油 NOm 語交 :。 . ・ 三 次 寺定 失 っ 1 おがりビ
] 完計会長ち 4 名に 慈供の 8 生 ( 遇前 名オーお籍 ) へ |
| 流と = 半てっ 坦 内 OO お ・ レーシ - て人いい人人
抽吾の近い om( 克 放出 タプ 2 品として

] の @ ヶ月病休交 ・ 全地 鐘向け 上 :|] @2 年ヶ月問・ 三學剛の全曲 司 向 け 笠 出 名上 G、 の ae
] 写 成 1 軌 年 月 0 日 ( 昌革 商 令 》 : 科 金 100 記 すい -・ 未滴
・ 1 9 年 51 (2 < osa 宮 :... 江ときいか のきけ 80 て 405 の ーー) 上

注 ) 議非定 : AT 6



民放だかがら
OO( 多幸時可事

, のはず ・

LT

複数回に分けて
- 型 馬 みずれぼ 、・

| 少 類特例が適用
できるはず。

デー 0 ON
、. る交 額まで javoice を て

・ 分割して新軸
ir

層反防止のポイント

| 倫 民 生 品 であっ ても 、 替 出 許可
が必要か 富 かを 確認し てくだ
さい。 ( 訪非確認 )

中 人馬該当品の場合は 、経済内業
大 医 の 輸出許可 が必要

購入品であっでも、必ず正 社 で 判定 結果を
' 二雄 名 し ましょ う 。 如反 の 場合は 甚本的に

なりボす。 ツ 。 フ

免 少額 特接の稀 用 額は、 六物
によって異なります 。事前に
宮物 の 項番を 確認しましょ
う。また、項 番 によっ ては 、 少
膳特 例 を 稀 用 できない場合 :
もあり ます。

+ のは特例が用できま せん: .
住めが災 、 イラン、 イラクの場合

- リス ト規制技術を提供する場合

半人に関す る Q&AEp が ww me 9 aga hm '4 3



自社 の 海外子会社と
の取引なら、款出 許可
は不要なのでは ?

寄席 サウプルの提供は
販売ではないので、輸出に

男内玉 場で全 用し て い
た中 十の設備な ら 、輸

ー当た な 6 ない のでは ? ーー フー

管 の 判定だけ
、 ど。今でも疾
答当 53。

、 和党 8 半 W
呈することな <
押庁で夫出

。 規制 和 の攻
こつ 負を見落とじ

てでていたま *

ミーの内 容 [は 中計 さ れる こと があり ます 。HRC

位反防止のポイント -
給田 売が 自社の 関連 企業であっ

mW 詳 て も、 リ スト沿記穫物 の場合 は 称

ぐー 本 朱記サンブルの 提供であっても、
AN 抽 貨物 の場合は 縛出許

金リス ト規制 に 関する 最新 の 情
報多入手しましょう。

久該非判定をする際は、最新
の規制 内 容 に 基づい て行うう
ことが必要です 。

念規制 内容が変更した時には
該 非判定結果の見直し を行
いましょう。

介 最 新 情報の入手 に は・PMP ーー
人 wwwe 計いち pipollcyanpojpYexin

so



條 反防止のポイント

(RU て シシ. に | . . 組党導導定量選滞 導 天 用 考 夫

DR 3 浸 次 の金額 等で判断す
たニン 手間 還 ることに な ります。

. 人 @ 少 顔 特例 の閥 用 義は 、 貨物
> 7/ . 還 - ・ NR 事前に

am AR ーー の の 項番を 修認しましょよ
て le 、・ 還 に ー う 。 また 、 項 番 に よっ ては 、 少

ji | 鶴 特例を仙 用で き ない場合
もあります。 - _ ーー

ee

よこ 、ブ ヘン ルン 転 | | 以 下 の場合は沙導特例が交 できま せん。 |
で タ首和例の 導 .. 4 -| 7.. 材 向 地 が北萌鮮 : イ ラン :

xs をリス交代する 場合

、 親和 例に 関する 0&A . .
Apr が eywwme。 ミミ fm 4 1

O
)

ョ
し 管理 体制の整備

42



自主箇 理 体制 の症 備
人法令隆幸 (くい Mu アンのための入管
組織体制

- 、 > ルー ル整備とその 「 実実行」 和信まきがいことが
リー > 社内 意識 の 醸成・ 徹底

| $ 健全・活発な ビ 2 ネス とコン フライアンスはの
ぐ安低保障 質 易管理は 午 要な法 的要請 |
-O 外旋法に基づき、 還園際 的な平和 ・の持を 上 0 と した和則

. > 適法な手続 きを経て適正な輸出を . ーー> 安全保障 上機微な "技術 の提供 "も 、出理の 対象と して生
包括許可 制 ! 度は企業 等の 自主管 理 を 前所と した制度 ・

| し。 記天 き「許議き ※ ょ V てごソ



oe、



Su ee RE: 6 プ c 抽有り線うごきいま したな 。 RE: 員和 料の 軸痕制作
ヶ

From:
Date: 2013/08/23 1412.

GE

- 大用 原 社 長 様

人大 衣ごご等 内科で した
ご依頼の コメントの 性 ですが 、コッント 8 いう わけ ではありませんが 、

「コント索」をいただければ、その 通り に コメントさせていた だきた く思います 。 .
例示 もいただ いて お り ます 。 例示 通りと言うこら とで あれば 、 そのように いたします 。
ご指示いた だけ ま すようお 願いいた しまず。

残高ながら 、 取自 身は当該失策に関する様々な専門報持 ち 合わ せてお りません
単なる 言語上の問題 はわか ら ないわけ ではあり ませんが 、
その店話の 持つ 機械 的 な吉 味を必ずしも十分に 理 腔しており ません 。 ・

圭 に 心 若 し い のですか ご 掲示に従い コメントさ 革 ていた だきた く選いま す ので 、
ご指示をお待ちし ております 。 -

は Ret ーー RE: 縛電 問 の 夫出 規 組 の 件 パブ リッ
クコ メン トをお才せください。 」 -

|

大川原化工 機 : 大用 原です 、
いつもお 自 話 いただきき ありがとう ご ざいます。

| 和らい (は 人
加えて 、馬還計 に 脱い を して よろし いでしょ うか 7

| : 省 金索の 第 五 号の二、 ロ の区 章です が 、” 英 文 ( 胃テ キス ト ) 和を 貝 座 に "だ けで理解して頂け ・
か選 配 ですので 、 例示し でいた だけ ないでしょうか。 例 えば "その ままの装置で、も しくは 徹 往化ノズ

ルの簡単な 落造 (交換 ) に よっで、平 均 粒 子 径 19 マイクロメートル 以下の粉 体 (製品 ) を 製造するご と .
が可能 な も の "と いう 倒 を 記し ての 7 パブリッ クコメントを し て いただけ な い でしょうか ?

am 人 NA LN
人 コッゼロ も oxfnS BT PathGBeR3 て cnoor9niSRS Having a11 ef もhe oiwing

~ chanaetertstics:" となっており、・
解 駅 楽の ( 新 ) に 、” 貴唆 乾迷器 : 才素 や謝 原 考を持 仙生物 を 牧 燥 できる という提作を 持つ 胡
燥装言 ? を 加えて 頂けると より ハッキリ してきますの で 、 パプリ ックコメ ントとして 出して 頂け な いでしょ .
か ?・ ・

176 .

Equipment:capabteof drytng toxins つつ pathogentc mtcrooFgantsWS haVtng a11 of -



これらをあわせて、 還還還還還較較肌 全 の 六当 分旬 会 として 、 会 員 に わかるよう に鐘明 されたらと
想い ます 。 (必要 に 応じて 私がその 説明 役 をしましょうか )

勝手のお 願いを 塞かせて頂きましたが、よろし くご | 記 点 をお 願い申し上げます 。
、 ょミミ Ss ミミ > ミミミミ \
犬用 廊 化 工 機 ( 株 )

大川原 正明

| |777777777777777777777777777
ーーニー | ooomm --

Sent: Thursday。 AUEUS も 22。 2613 39Sub3ect: パワ アピ 村 り 話 3C ぎ いました _RE: 諸の和夫抽の人 パブリックコメ .
ントをお 寄せせくだ さい。 ーー S ーー

た大化工機工人 了役

」 ごを 儲 の とにろ 、朱にお かれま し ては
本 件に関わるご意見の ご 検討をいただき
提負 を行っ ていただきまし たことに 」
あらためて開申し 上 げ ます。 ^

今後 、広く寄せられましたご意見に . -
安多師障連易 当局 が 回符を作成し 、 ア ッ プ し た上で

政令・省令の 施行に進んで いく ものと 考えられ ますが .
省令・通 加 の 決定り に ついては -
CALL 和 ER -

過度な赴制にからかいたゆめも人 HFC きお 和軸をいただが 生じるかも し れませんが -
人 後とも よろ しく お 願い 申し上げます 。 >
【トトト トト トト トト トナ トト トト ャ トーたかせと す か と 人ららか な る な らん を な なら ん 人 生生

経済 産業者 製造 産業 局 産業 機械課
機械らステム専 門 定

2/6





ーー
ン

癌 「s 宮尾導き
『苗 放 守 do

MP TSN
物肌語にがあう内まい k し あすか

博章
ーー ee トの居所 ーー >. 導還フキ

本ニヤ に っ

ホームページ 計 !計上間 集 ・ ーー 。
件たな MR な nemYSK4dH け Sa っ

cc II
ME きいと anu>a
em
eeHEーー おは

F( あ 8 記- 人合作でmm- 5 ーー胡分間発午の基
が は 人 る情報も含め にとMe 時 秒け 3SE mo

のをウゆ 待
・ ご窟見に つい ては、】 社のみでお符せい たがくよりも、 李 委の半 者から お宮せ い

人なる て 1、 テビールルとなります。ms 義和 ake
コル Ne は ますと 洗い で



lpot308220000105030
PO13 年 08 月 22 日 17 時 37 分

595113039 、

中 国人替令太び幸出本明の を する や にけるついて
apaIJPN2
2013 年 07 月 33 日 、.

2013 年 08 月 30 日

1. ni YUo io と記載して .
・ 良い た 方が明区になる と 思われます 。. . _

2. 解駅容の「最部品の変更 : 洛 革いい So に ついで 、 1 朱四の人等をせず に時
ソフカルの次で革鬼子和 10 マイク ロメートル の 牧 操 を製交 で 語るととが可能なおの など

| と具体 的 に 飲活して届いた方 が良い と大われます。

] 隊 は BMW した方 が 良い と腺わねボす。

水分 革 発琉についてはメーカーの議計軍、仁和結づく 諸氏 を時 洲とする など析抽が明 ーー
に な る よう にして 頂いた方 が 良い と 思われますず 。 「提 朗太びに関わりなく ] 0





の 明信の 件 (パプ コメ失果 後の最 和正 家 )

期時 ミー MM
・、 提た、人2 9 聞人條を寺て館めるとのがありましな

- の 人ーー nc をいも の で すが和議みきげます 。: 誌和融和 EE
HHR
済座業省 " 製造産滴局 尊機械レステム 電電

ーー 連作

| に人 8.ho ーー ー 183KB



O「 呈提 欄 」の追加

(し ::>o 半
Bpray dryhng equipmert capable of de 1oxtns pr pathogenic
microowganfems having alt ofthe following characteristics)
1. a watey evapoyation eapacity of 人 0.4kgh and 生 400kehi
2. the・ ability to generate artypical meam produet particle ag 上

maicrometere with existing は ma or by "3minimnal mod 拍 ca 人 ion of
ニニに with atomigafiom eleg Smabling goneratiom ofthe Teed
pariicleg Bizei ad ・

- capable being geritized oy F Rimnfeeted in gitu。
『O 人第打の二第 大

【清 正楽】 :3 第生号のニ 噴 唆 乾 燥 器 であっ て 、 炊 のイからハまでの全て に 該当する もの
- ー イ 水分革発量が 1 時間 あたり 0.4 キログラム以上 400 キロ グラ
っ - ム 以 下のも の

哲平 塊秀子 径 10 マイク ロメ ートル以下 の 製品を 製造 す ること
が可能なもの 又は噴 朋ズルを 伴う 噴 導東燥 回の 最小 の部分 品

- の 変更で 平均 般 子 径 1 0 マイ クロ メー『 トル 以下の 製 品を 製造す .
ること が可能なもの :... ・

し っ ニス Sr CA

[ 玩行パブ コメ 朱 】 ・ -
第 五 号 の ニ 間隔で あっ て 、 次 の て か ら ハま での全てに 該当 する もの

イ 水分 革 量 が 1 時間 あ たり 0.4 キロ グラム以 上 400 キロ グラ
ム 以下のも の ー

ロ 噴朋ノズル を有するもの又は最小 の部分品 の 変更によって 平
. 均 粒 学 径 1 0 マイクロ メー トル 以下 の 残子を製造すること が可 。

. 能なもの -
ー ハ したの和は近をする ことがで まる もの

(0
『上 中 】 ... - - . ・.
、※ 六 誰隊 : 1 時 間 あ た り の 最大 の水分攻 発 量をいう 。-

- 昌行パブ コメ 素】 . .
水分玉 : 入江及び 温度にかが わり な く 、1 半間 に つき 最 天

・ の水分蒸発量を いう。 ・



の運用通傍 (解釈)
最小の部分品の変更 : 噴 朋 ノ ズルの変更を 含む 。

平均 部 子 径 + レーザー回 折 に より 測定し たもの をいう 。

ma
e




